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北大文学研究科紀要 102 (2000) 

ドストエアスキーと催眠術

安藤 厚

越野 剛

ドストエアスキーのリアルで迫力ある心理描写については，すでに多くの

ことが語られている。とりわけ，精神分析の手法を用いた研究は，フロイト

自身のものをはじめとして数えあげればきりがない。しかしドストエアス

キーの作品と同時代の精神涯学の関連に自を向けた研究はそれほど多くな

い。ドストエブスキーはフロイトを知らなかったのだから，それは当然とも

いえるが，フロイト以前の底学も人間の心理について多くの考察を行ってお

り， ドストエフスキーはそれをよく知っていた。例えば無意識の概念は， ド

イツの自然哲学を通じてロマン主義の時代にはすでに広く知られていた。そ

れは多様なもので，オカルト的なものから，フロイトやユングの概念の萌芽

までをも含んでいた。ドストエアスキーも当然そうした諸概念の影響下で人

間の無意識を意識的に書いたのである。

人間の精神構造に関する理解の歴史を考える上で， F. A.メスメル(1734

1815)に始まる催眠術の流れは重要である。催眠術は当初「メスメリズム」

「動物蔽気」あるいは単に「マグネチズム」と呼ばれた。それは，メスメルが

催眠作用の原国を磁力に似た見えない流体に帰したからである。スコットラ

ンドの匿部ジェームス・プレイドは流体説を否定し，暗示を重視して， 1840 

年代に「催眠術hypnotisffiJという術語を提唱したが，すぐには広まらず，
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北大文学部紀要

ドストエアスキーにはこの語の使用は見られない。「マグネチズム」は「磁力J

と訳されることが多いが，僕眠術のニュアンスの強い雪葉で，日本語にする

のは難しい。

ドストエアスキーが催眠術を知るに至った源泉は3つ考えられる。雨時代

の医学文献，それに影響を受けた諸外関，およびロシアの文学作品である。 1

メスメリズムはロマン主義の運動と結びつくことが多く， ドイツ経由でロ

シアのロマン主義文学にも影響を与えた。「マグネチズムJを取り上げた文学

作品には，眼差しの持つ磁気催眠的な力と，催眠下で関かれる無意識の内面

世界という 2つのモチーフが特徴的である。

H.グレチのベストセラー小説 r蒸衣の女』には，主人公ケムスキー公爵に

メスメリズムの真理を説くアリマリという人物が登場する。催眠備に否定的

なフランス科学アカデミー会員に決闘を申し込もうとするほどの信奉者で，

「ただ意志の力によって，あなたを見ていない人を振り返らせることができる

く…〉そのためには背後からでも何秒間かその人を凝視して，ただその人のこ

とだけを考えなくてはならないJ2と言う。実際に公爵は劇場で恋するナター

シャを振り返らせることに成功する。

アリマリと違い，註.メリグノフの Fあいつは何者』のヴァシア夕、ンは催般

術を悪用し，炎のような視線で人々を金縛りにして，ヒロインのグラフィラ

を誘拐する。

それから恐ろしい形絡のヴァシアタ令ンが(この持の彼は本当に恐ろしかった)病気の

グラフィラの横たわっている寝台に近づいた。その自が異常な光に輝き始めた。病人

は体を起こしたが，黙ったままで，死んでいるようだった。それから寝台から降りて，

床に立ち，よろめいた……けれどヴァシアダンの新たな眼差しがまるで彼女を生気づ

けたかのように，彼女は綴みとどまり，姿勢を正して，静かな足どりで導き予の方へ

歩み寄った03

蔽気睡眠下で生じる幻覚は，当時の怪奇幻想、小説ではしばしば予言や千里

眼として解釈された。B.オドーエフスキーの『コスモラマ』では，これが憶

された人間の内面世界，もう一つの人格として現れる。ある登場人物の分身

は幻覚の中で「そいつを信じるな，く…〉あるいはおまえの世界にいる私を信

じるなと言った方がいいか。あそこでの私は自分が伺をしているのか知らな
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ドストエブスキーと催眠術

いが，ここでの私は，おまえ達の世界では無意識の衝動という形をとる自分

の行為を理解しているfと言う。「あそこ」とは現実世界 rここ」とは幻覚

の中のもう一つの世界である。後者はプラトン的なイデアの世界とも，人間

の無意識の世界とも言える。意識と無意識，現実と幻想、の関を揺れ動く主人

公ヴラジミルや F巣衣の女』のケムスキー公爵は，そのオカルト的な色合い

を取り除けば r主婦』のオノレドゥイノフによく似ている。

ロシア以外でも，ディケンズ，パルザック， E. T.A.ホフマン，ポーなど，

ドストエフスキーに影響を与えた作家達は，いずれもメスメリズムに深い関

心を抱いていた。特にパルザックは自分が磁気催眠力を持っていると倍じて

いたほどで，彼の小説の登場人物もしばしば磁力を平野びた眼差しを持つ。ド

ストエフスキー訳の『ウジェニー・グランデ』でも「マグネチズムJ (磁力)

の語が梗われている O

若い娘の優しい心遣いの中には共感の綴カとでも言うべきものがある。シャルルは!献

でも気づかざるをえなかったし，従姉妹の愛情ある可愛げな気配りには抵抗できず，

言葉にならぬ優しい感情に輝いた視線を彼女に投げかけるのであった。そんなとき彼

は彼女の顔の魅力と調和の全てに，振る舞いの無邪気さに，そして芳々しい恋心と知

られざる願望がきらめいている磁力を帯びた娘差しの光に気づいた05

流刑前のドストエフスキーにはすでに，精神の病，おそらくは，てんかん

の兆候があり，彼自身はこれを卒中とみなして，ヒポコンデリーになるほど

に恐れていた。 1846年のひどい発作の後で，彼はコーヒーや肉は健康に良く

ないから食べないようにと繰り返し書簡に書いている。当時彼を治療してい

た監部ヤノフスキーの回想、を見ると，自分の病気への関心から，彼が当時の

涯学書をよく読んで、いたことが分かる。

文学作品のほかに，ドストエアスキーはわたしのところからよく医学審を持っていっ

たが，それは主として，頭脳や神経系統の病気だとか，精神病だとか，古くなったと

はいえ，そのころはまだ適用していたガール方式による頭蓋骨の発達などに関する解

説書だった06

ドイツ・ロマン派の医学者の閣では夢や無意識に関する論考が多く現れた

が， ドストエフスキーとの関連で名前がよく挙げられるのは C.G.カールス

である。彼の著作はロシアでは先に取り上げたオドーエフスキーが早くから
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北大文学部紀婆

注呂していた。流刑地セミパラチンスクで， ドストエフスキーと友人のヴラ

ンゲリはカールスの代表作『プシュケーJ (1846)をロシア語に翻訳する計画

を立てている。7

カールスは人と人の関に醸気による影響関係が存在すると考えた。ギピア

ンによれば， ドストエアスキーの作品の登場人物の慌には，しばしば同様の

磁力がf動いている。

特に密接な「磁気的なJ関係が存在するのは，分身や「もう一人の自己a1teregoJに

よる様々なペア，ラスコーリニコブとスヴィドリガイロフ，ムィシュキンとロゴ…ジ

ンなど，その緩和カを通じて特別に容易なコミュニケーションそ持つ者同士の間であ

る。ムィシュキンやアリョーシャ(そしてさなての子供と多くの女性)は，その生活の

大部分を無意識に依存しているせいで，あらゆる類の予兆や磁力に対して非常に敏感

な人々である08

磁気催眼にかかりやすいタイプとしてムィシュキンとアリョーシャ・カラ

マーゾフが挙げられているが，そこには r主婦』のオルドゥイノブや『虐げ

られた人々』のアリョーシャ・ワルコフスキーも付け加えることができるだ

ろう。

2 

ドストエブスキーの初期作品の中でも『主婦』はロマン主義的な怪奇幻想

小説の色合いが濃い作品である。主要なプロットは3人の登場人物，オルドゥ

イノフ，カテリーナ，ムーリンの間の心理的な鶴争である。その複雑な人間

関係の描写で重要な役割を来たしているのが眼のイメージである。視覚に関

わる言葉「眼目白色 O刊誌Jr眼差し B3fJ15111J r晃る CMOTpeTb， fJlH~eTbJ の使用

頻度も高い。9W主婦』で眼のイメージが持つ機能は，メスメリズムにおける

「磁力を持った眼差0Jと似ている。カテリーナはムーリンに支配されている

が，この心理的従属は懐限的なものと考えられる。オルドゥイノフは彼女に

一自惚れし，邪悪な主人から彼女を解放しようと試みる。

限の描写が特に目立つのはムーワンの場合である。オルドゥイノフが教会

で初めてムーリンとカテリーナに出会う場面を見ょう。
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ドストエアスキーと催眠術

老人は背が高むしゃんとしており，頑丈そうだったが，痩せて病的に青ざめていた。

一見したところ，どこか途方から来た薦人のようだった。毛皮の裏地がついた丈の長

い黒くて見るからに精着のカブタンを羽織っている。カブタンの下には，上から下ま

できっちりとボタンを留めた裾長の何か別のロシア級が見えていた。むき出しの首に

は赤色が鮮やかなハンカチを無造作に巻いていた。手には毛皮の帽子を持っている。

長くて細い，自くなりかけたあご髭が胸に届いていた。しかめた垂れ腐のTで，炎の

ような(orH巴BOI1)，熱で充血した(JI封xopaJlO可HOBOCnaJIeHHbl詰)，倣慢で(HaJlMeHHbll1)

執搬な(JloJIrl1l1)限表しが光っていた(1，267-268)010

老人の商人風のいでたちが詳細に描かれてはいるが，ここの外見描写で強

い印象を残すのは 4つもの形容詞を重ねられる「眼差しJ であろう O この

先もムーリンの表情や身ぶりは，隈の動きに言及しながら描写されることが

多い。同じ場面にはカテリーナも登場するが，プラトークをかぶ、り「限を伏

せてJ いるため，彼女と対照的なムーリンの眼のイメージがー麗強まってい

る。老人の毘や眼差しには「担汁質の氷eJl'-lHbI詰Jrあざけるような HaCMeWJlH-

BbI恥「悪意のある 3J106HbIHJrさげすむような npe3pHTeJlbHbIIむなどの形容詞，

「光る CBepKaTbJ r燃える ropeTbJ などの動詞がしばしば使用される。

ムーリンの限の支配力は，物理的な形で現れることがある。教会からの帰

り道にオルドゥイノブは 2人の後をつけるが r不意に老人が振り返り，苛だ

たし気にオノレドゥイノフを見た。若者は地面に打ちつけられたかのように

(BKonaHHbIH)立ち止まったJ(1，268)。オルドゥイノブと 2人でいるところを

見つかったカテリーナも，ムーリンの視線の前で「魅入られたかのように

O'-lapOBaHHaflJ身動きできなくなる(1，301)0 これらの例はメリグノフの小説

で邪悪な催蝦術師ヴァシアダンが炎のような視線によって引き起こす「金縛

り」の場萌によく似ている。

オノレドゥイノフの友人ヤロスラフ・イリッチや門番のタタール人の話によ

れば，ムーリンには未来を予言する力があるらしい。占いの際にも眼が重要

な役割を果たす。ムーリンは訪れてきた客に対して，下役に立とうという気に

なったら，顔を見つめる (BrMI)l，bIBaTbC兄)のが常だ、ったJ (1，287) という。

占い師を訪問した有名人が苑を予言され，それが実現するという，この手の

話に典型的なモチーフも痩われている。メスメリズムが予知・予言や千里眼，
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降童術などのオカルトとしばしば結びつくことを考えると，この挿話は興味

深い。

ムーリンの人物像に催眠術部のイメージが輝、されているのに対し，カテ

リーナとオノレドゥイノフの人物像は催眠捕にかけられるタイプ(被術者，患

者)の特徴を多く備えている。それは感受性の強さと意識の不安定である。

第一に，オルドゥイノフの感受性の強さは，次のような心理描写によく現

れている。「この極端な感受性(Bl1elJaT J1I1TeJlbHOCTb) ，感覚の無防備

(He3a~l1~eHHOCTb) ，露出 (o6Ha)!{eHHOCTb) は孤独によって度を増したのだ

ろうかJ(1，270)。暗示にかかりやすい彼の性格は，久しぶりの外出でつまら

ない衝の光景が不意に「何やら静かで喜ばしげな明るい感触J (1，264)に変

わったという冒頭の一節ですでに描かれている。オノレドゥイノフの感受性の

強さは長期の孤独の後で，カテリーナと出会ったことで激しく呼び覚まされ

る。そもそも恋愛と催眠は心理的に類似した現象だが，ここでの見知らぬ女

への一自惚れは催眠術にかかる過程そのものである。それは第1部の終わり

で環点に達する。「興奮しやすさ pa3J1.pa)!{eHHOCTbJ も擢綬捕にかかりやすい

性格の特徴である。

彼は自分が輿望書し (pa3JlpmKe註)度を失っているのを感じた。空想、カと感受性が極端

なまでに張りつめたのが分かるので，自分を信用しないことに決めた。次第に彼は一

種の麻簿状態 (OIJ，eneHeHl1e) に落ち込んでいった(1，288)。

第二に，不安定な意識の状態であるが，オルドゥイノフはしばしば無自覚

に夢うつつの状態で行動する。例えばカテリーナ達との出会いの後 r彼は長

いことあちこちの通りや人が多かったり少なかったりする色々な横町を無意

識にさまよったJ (1，270)0 ~白夜』の夢想家やラスコーリニコフのように，

オルドゥイノフもペテルブルクの衝をあてもなく歩くのを好む。彼の突飛な

行為やちぐはぐな台詞には「無意識に 6eCC03HaTeJlbHOJ r夢遊病者のように

KaKλyHaTI1KJ r自分の雷葉も分からず1こ問 3Ha兄CJlOBCBO出 J r自分の動機を

理解せずに即日OHI1Ma51CBoero 1106Y)!{J1.eHI151J といった眼定が加えられること

が多い。

登場人物の意識されない衝動は，悪魔の形象(J1.eMOH， 6ec， He鴨 CTbI長，

-6-
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OKaHHHbI訪)で表現されることがある。オルドゥイノフは，まるで「悪魔が茸

にささやいたかのようにJ (1，310)ム…リンへの殺意を抱く。次の章でムー

リンは，この出来事を「悪魔がそそのかしたのだJ (1，314，315) と繰りかえ

し説明している。カテリーナも「悪撞にそそのかされJ (1，296)，意志に反し

て母親を傷つける言葉を吐いてしまう。

度重なるオノレドゥイノフの失神・昏睡も彼の意識の不安定さを示している。

彼は眠つては悪夢を見，起きでは幻覚に襲われ，完全な睡眠も完全な覚醒も

えられない。A.ベームは『主婦』のプロットの半分はオルドゥイノフの見

た幻覚であって現実ではないと断定している。l1r失神する剖aCTb B 

6ecnaM冗TCTBOJ r麻嬉状態に焔る BnaCTbB oueneHeHI1eJ r気を失う JII1WI1TbC匁

'lyBCTBむといった言葉は，意識の深居，より幻想的・催眠的な世界への下

捧を示し r目を覚ます npocHyTbC兄J r正気づく明日yTbC兄J r我に返る

onOM出和田」等は意識の表層，より現実的・覚躍的世界への上昇を示す。小

説全体がオルドゥイノブの魂が訪僅う意識の迷宮のような様相を呈してい

る。

以上，ムーリンとオルドゥイノフを催眠術における対照的なタイプとして

分析してきたが，実探には彼らの支配従属関係は一方的なものではなしし

ばしば逆転する。カテリーナも含めて 3人は心理的関争の中にいるのであり，

互いに催眠術をかけ合っているように見える。第2部2章にその最も緊追し

た併を見ることができる。

ムーリンはてんかんの発作で衰弱し，視線の魔力を失っている。一方でオ

ノレドゥイノフがd増悪の損線を老人に向けるo ムーリンを憎むと同時に愛しで

もいるカテリ…ナは，老人を守るために彼の視繰を遮ってしまう。

「見ないでノ」彼の背後で芦が響いた。オルドゥイノフは振り返って見た。

「見ないでったら，見ないでって言ってるでしょう。悪魔がそそのかしたんなら，愛

しい女を憐れんでちょうだい」。笑いながらそう言うと，カテリーナは不意に背後から

そ子で彼の日をおおった(1，305)。

乾杯によるしばしの休戦の後で，視線による閤いが再開される。今度もムー

リンは意識を失っているが，眼差しの抗力はカテリーナに乗り移り，オルドゥ
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イノフにムーリン殺害をそそのかす。

痛みの感覚が彼女の顔を駆け抜けた。彼女は再び頭を上げると，噺りを浮かべ，浮

かまししさげすむようにオルドゥイノフを見るので，彼は立っているのがやっと

だった。それから彼女は絞っている老人を指し示し，まるで老人の略苦笑が彼女の自に

乗り移ったかのように，裂くような凍るような版差しで再びオルドゥイノフを見やっ

「何だ。殺されるとでもいうのかJo狂乱のあまり我を忘れてオルドゥイノフは口

走った。

まるで慈魔が耳にささやいたかのようだった，自分は彼女の心を察したのだと

……。カテリーナの確殴たる思念に向かつてオルドゥイノブの心臓が笑い声を上げた

「美しい女よ，おまえを書道人から緊い戻してやろう，俺の魂が必要だというならな。

まさかこの男に殺せるもんか……J

オルドゥイノフの全生命を破滅させた動かぬ笑いは，カテリーナの顔から消えな

かった。無限の臨調笑が彼の心臓をばらばらに引き裂いた。われ知らず，ほとんど自覚

もなしに，片手が壁に触れて，彼は老人の高価な古い刀を釘からはずした。カテリー

ナの顔に驚きの表情が浮かんだ。同E寺に，憎悪と侮蔑の色が，始めて異常なカを得て

彼女の自に浮かんだようだった。オルドゥ千ノフは彼女を見るうちに気分が悉くなっ

てきた……。誰かが混乱した彼の手を敬って，狂気の沙汰へと駆り立てるような気が

した(1，310)。

このシーンは小説中で催眠術のイメージが最も色濃く出ている個所だが，

そのせいか幻想的で謎めいた雰盟気も強い。これに続く第2部3主主での，ヤ

ロスラフ・イリッチという素朴な人物を交えた談話は，事件に対するある種

の謎解きになっている。ここでオノレドゥイノフは「ひどくびっくりした眼で

ヤロスラフ・イリッチを頭から足の先まで眺めまわしJ (1，315)，頭がおかし

くなったのかと疑われる。これは荷主主における視線による闘争のパロディで

あろう。この滑稽さとイロニーによって，小説の中の幻想性と現実性のバラ

ンスが罰復されている。

3 

『主婦』では「磁力 MarHeTI13MJという語は一度も用いられていないが，作

品によっては，視線のイメージが動物磁気説と直接に結びついている場合も
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ある。例えば w分身』のゴリャートキンは役所の「上司から向けられる拐離

の織力 MameTI13MHa鴨 λb問可eCKHXB30pOBJ (1，113)に動揺して口も利けな

くなってしまう。『ポルズンコブ』の自意識過剰気味の主人公は「彼に向けら

れるどんな視繰の磁力にも反応して，観察されているのを本能的に察しては

即座に観察者のほうを振り向き，不安げにその視線の意味を分析するJ(2，5)。

地者の視線を感じて接り返るというモチーフは r黒衣の女』の例と重なるが，

ここではロマンチックな，あるいはオカルト的な要素が欠如しているo『分身』

と『ポルズンコブ』の例では，人々の侮っぽい好奇の眼差しゃ他者の規線を

異常に気にする人間の心理を描く際に rマグネチズムJという語の使用が滑

稽で風刺的な色彩を帯びていることが目を引く。

ドストエアスキーの作品ではロマン主義的文体とリアリズム的文体の混交

がしばしば見受けられるがIr虐げられた人々』では冒頭の一章が特にホフマ

ン風の幻想、小説のパロディになっている。「ぜんまい仕掛けのようなJ(3，170)

奇妙な歩き方をする老人と，メアイストアェレスのように「何か神秘的な自

に見えない幹で主人の運命と結ばれたJ (3，171)犬が登場する。彼らはまる

で「ガヴァルニの挿絵の入ったホフマンの小説の 1ページから抜け出たかの

よう」で r本の出版を宣告する生きたチラシとなって世間を放浪しているJ

(3，171)のではないかと語り手は想像する。物語の山場となる喫茶庖がまた

ベテルブルクのドイツ人のたまり場であることも示唆的である。この屈で老

人と客の聞に磁力を帯びた視線の応部請が行われる。「両者ともに，ドイツ人も

その相手も，自分の視綿の蔽力で互いを打ち負かすことを欲し，どちらかが

先に気詰まりになって較を伏せるのを待ち受けているようだ、ったJ (3，173)。

勝負は無表情な老人の勝ちに終わるが，犬の死がきっかけとなって老人も正

体を明かさぬまま患絶えてしまう。

第2部1意で主人公の一人アリョーシャが話の中で動物磁気に触れる場面

がある。

僕には伺かのマグネチズムが備わってるのかな，それとも僕がどんな動物でも大好き

だからってだけのことかな，分からないけど，犬には好かれるんだよ，どうでもいい

ことだけどさ。マグネチズムといえば，君にはまだ言つてなかったかな。ナターシャ，

9 
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このあいだ僕たちは霊を呼び出したよ。ある言霊媒の家に居たんだ。これが面白くてさ，

イワン・ぺトロ…ヴィチ，びっくりしたよ。僕はカエサルを呼び出したんだぜ(3，239)。

しかし彼の酪力は人ではなく犬を引きつけるものであり，降霊術への雪及

に至つてはナターシャによって一笑に付されてしまう。意志が弱く，一貫し

た話ができないアリョーシャの軽薄な性格がうまく描かれている。催眼術と

降霊術は歴史的に近い関係にあるが，暗示にかかりやすいタイプと霊に取り

つかれやすいタイプも一致する。

『白痴』のムィシュキン，ナスターシヤ，ロゴージンの不吉な三角関係は，

F主婦』の場合とよく似ている。特にロゴージンはムーリンと同様に燃えるよ

うな目を持つ。小説冒頭の列車のシーンで彼の外見が描写されている。 r2人

のうちの一方は背が低く，年は 27ほどで，髪は黒色に近い巻き毛で，眼は灰

色で小きかったが，炎のように燃えていたJ (8，5) 

第2部の冒頭で，モスクワから帰ってきたムィシュキンは何者かの視娘を

背後に感じて振り返る。その視線がロゴージンのものであることをムィシユ

キンは直感し恐'怖するが，まるで呪縛されたように逃げることができない。

逆にもう一度あの目を見たいという欲望に駆られ，ずるずるとロゴージンの

待ち伏せする場所ヘヲ!き寄せられていく (8，192-193)。

面白いことに，ムィシュキンの無意識の街動を表すものとして，ここでも

悪魔(且eMOH) が登場する。「奇妙でぞ、っとするような悪魔が遂に彼にとり濃

いてしまい，それ以降はもう離れようとしなかった。この悪魔が彼にささや

いたのだJ (8，193) 0 r主婦』の場合は悪魔と言っても，日本語でいう「魔が

差した」のような慣用表現に近いが r白痴』の悪麓のイメージはもっと自由

に，実際の登場人物のように播かれている。人間の潜在意識と悪魔のメタ

ファーの系譜は，さらに Fカラマーゾフの兄弟』におけるイワンの悪魔にま

でたどることができょう。

19世紀中頃には，催眠術はオカルト的色合いが強すぎるとして，公式の医

学界からは無視された。文学においても，ロマン主義の衰退とともに，そう

した題材は時代遅れになっていった。ドストエフスキーは鑑眠術のモチーフ

をきわめて慎重に扱っている。『主婦~ r白痴』等での登場人物同士の緊迫し
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たやりとりでは，呪縛する視線という文学的信統を踏襲しつつ r磁力Jとい

う音葉は巧みに避けている。一方，メスメリズムの術語が使われる場面は必

ず滑稽な雰関気を持ち，ロマン主義文学のパロディを狼っている場合もある。

そうまでしてドストエフスキーが催眠現象にこだわったのは，それが実証主

義的・唯物論的な視点では見落とされがちな人関心理の深罵に触れる重要な

手段であったからに他ならない。実証主義的領向の底学者は，精神病に演し

て，心因説よりも器質説を採ることが多かった。 f悪霊』の結末で医者たちが

スタヴローギンの死体を解剖して，精神異常の徴候を発見できなかった

(10，516) ，とあるのは示唆的である。ここには同時代の霞学に対する作家の

鋭い皮肉を見ることができる。

*本稿は王子成 11年度リサーチ・アシスタント (RA)経費による研究プロジェクト「インター

ネット上のロシア語リソースの活用に関する研究J (研究代表者 :i筒井康男 ;RA受入教
官:安藤厚)の成果の一部である。プロジェクトの立案と技術面の指導は鴻弁が行い，本論

文の執筆は，安藤の指導のもとに，越野が担当した。

注

催眠術hypnotismJの康史については，Ellenberger H. F. The Discov日ryof the 

Unconscious: The History and Evo1ution of Dynamic Psychiatry. New York， 

1970 (アントエレンベルガ_w無意識の発見』木村敏・中井久夫監訳，弘文堂， 1980) 

を参照。「メスメリズムJと文学の関係については，Tatar M. M. Spellbound: Studies 

on Mesmerism and Literatur巴. Princeton UP， 1978 (マリア .M・タタール F魔の

線に魅されてーメスメリズムと文学の研究』鈴木品訳，図書刊行会， 1994)を参照。

ロシアにおける「メスメリズムJの歴史については，rpoM6ax c. M. IlywKHH H 
MeJU1UHHa ero BpeMeHH. M.， 1989. C. 132-151 ;越野悶「ロシア文学とメスメリズ

ムJ， Wロシア語ロシア文学研究~ 31，1999，15-29頁を参照。
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Ma. J1.， 1990. C. 247-248. 
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Ma. C. 312. 
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1995. T. 1. C. 474. 

5lHOBCKUU C. ll. BOCI10MI1HaHl1il 0 llocToeBcKoM/ /φ. M. llocToeBc副首 B 

日OCI10MI1HaHI1ilXCOBpeMeHHI1KOB. M.， 1990. C. 239; wドストエブスキー 問符代人

の回想』ドリ…ニン編，水野忠夫訳，t可出番房， 1966， 89 J室。
BpaHZe!lb A. E. 113 (<BOCI10MI1HaHl1il 0 φ. M. llocToeBCKOM B CI16I1pl1}) / /φ.M. 

1l0CTO印 CKI1HB BOCI10MI1HaHl1ilX COBpeMeHHI1KOB. C. 352. 

Gibian G. C. G. Carus'“Psych巴"and Dostoevsky/ /The American Slavonic and 

East European Review. Vol. 14. 1995. P. 382.その他， Rice]. L. Dostevsky and the 

Healing Art: An Essay in Lit巴raryand Medical History. Ann Arbor， 1988. P. 

133-146も参照。

9 これらの単語の用例は，ペトロザヴPォツク大学の B.H. 3axapoB教授のグル…プがイン

ターネット上に公開している αKOHKOPllaHCbIBcex I1p0113BelleHI1Hφ. M. llocToeBcKoro，} 

(http://www.karelia.ru/-Dostoevsky / dostconcl を利用して集めた。

10 以下，ドストエフスキーの作品からの引用は，llocmoeBcKuuφ. M. DOJlH. co6p. 

CO'l.: B 30 T. Jl.， 1972-1990. T. 1-30により， ( l内に巻号と夏数を記す。毒事

訳は越野による。

11 EeM A. JI. llocToeBCKI1詰:I1CI1XOaHaJl日TI1可eCKl1e9TぬllbI.EepJlI1H， 1938. C. 83-99; 

βeM A. JI. llpaMaTl13aUl1il 6pella ((<X03耳阪が1l0CTO在日亡Koro)//0 1l0CTOεBCKOM. I. 
Dpara， 1929. C. 81-93. 

I{OCHHO rO  

且OCToeBCKH語版 rHnHOTH3M

K OmlCaH111D可eJlOBe'ieCKO訪日CI1XI1KI1 B np0l13BeAeH目先X JloCToeBcKOrO 

咽 CTOnOAXOA兄TC TO'iKI1 3peHI1兄 やpeHACKoronCI1XOaHaλ113a. OAHaKωO 討舵CTOp沼汗. 

可eCKI1rop註3AOBm氷K~託1ee OTHOl立今lム一ム陀HI凶1em臼lCaTeJ冴15兄1C COBpeMe~只uお10員 eMy Me且I1lJ}臼凶1狂HO説

o t可明』犯eJλ10Be町 CKO説附1)αX∞ωOJλ10m附11. rl1nHOTI13M (制BOTHbl負Mar配 TI13M)，OCHOBaTe-
J1eM KOTOpOrO 6blJlφ. A. MeCMep， y)j(e B XIX配 KeOTKpbl♂MHome HBλeHI1兄

nOAC03HaHI1兄お OKa3aJlBλ日兄Hl1eぉapOMaHTI1'iecKylD J1I1TepaTypy 11 HaTyprtl1λO網

CO中目的 Toro BpeMeHI1. JloCToeBCKI1説 y3Haλ ero 'iepe3 TeOp111D 

6eCC03HaTeJlbHOCTI1 K. r. Kapyca 11 J1I1TepaTypHble np0l13BeAeHI1兄 3.T. A. 
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Io<tMaHa， O. Jle 6aJIb3aKa，計.Ipel!a， B. OJlOeBCKOrO H且p. B HHX THnHl!HbI・

MH HBJIHIOTC兄JlBaMOTHBa: MameTHl!eCKaH CHJIa B3r JI冗JlaH 6eCC03HaTeJIbHble 

nocTynKH H raJIJIIOUHHaUHH B rHnHOTHl!eCKOM COCTO兄災HH.

B 9TOM OTHOWeHl1H MbI JlOJI)I(HbI npe)l(Jle BCerO npOaHaJIH3HpOBaTb paHHee 

叩OH3BeJleHHelloCToeBcKoro <<X03胡E処分.B OCHOBe ero ClO)I(eTa --nCHXOJIO・

rH可eCKa冗60pb6aB3rJI匁JlOBMe)l(JlY TpeM兄nepCOHaJKaMH:OPJlbIHOBbIM， KaTe-

pHHOH H MYPHHbIM. B l!aCTHOCTH， OC06eHHO 3JI06HbIMH r JIa3aMH BbIJleJIHeTC兄

M印刷. ECJIH OH HrpaeT pO品開閉OTH3epa，TO rHfIHOTH3HpyeMbIM CTaHOBHT駒

C兄 OPJlbIHOB，KOTOpbIH l!aCTO fIocTyfIaeT 6eCC03HaTeJIbHO H BHJlHT 

raλλぬUHHaUHl1. DOJl06Hble MOTHBbI fIOBTOp兄ぬTC兄 B CIO)I(eTe pO託OBoro

TpeyrOJIbHHKa <<MbI出KHH--HaCTaCb月一一POrO)l(HH，)B <&1}lHoTe，). Oc06eH-

Hoe CXOJlCTBO MO)l(HO OTMeTHTb Me)l(JlY MypHHbIM H POrO)l(HHbIM， B OfIHCamlH 

KOToporo TaKYKe fIOJl可epKHBa的TC兄 <<orHeHHbler JIa3a，). 

B CepeJlHHe XIX BeKa rHfIHOTH3M 6bIJI fIOJll!epKHyT pe3KO説KpHTHKeH 

06BHHeH B MHCTHUH3Me. TaK， B fICHXOJIOrHl!eCKHX OfIHCaHH冗XB <<X03月前Ke，)H 

<<I1JlHOTe>) lloCToeBcKoro eCTb 9JIeMeHTbI MeCMepH3Ma， HO OH fIpHMO He 

Ha3bIBaeTCH. B<<瓦BO訪日HKe>)H <<YHH)KeHHbIX H OCKop6JIeHHbIX川 HafIpOTHB， 

ヨ命令eKTHOHCfIOJIb3yeT 9TO CJIOBO B KOMHl!eCKHX cHTyau問 X，fIpHJlaB朋 TeKcTy

xapaKTep napOJlHH Ha pOMaHTHl!ecKylO JIHTepaTypy. MO)l(HO yTBep)l(JlaTb， 

l!TO rHfIHOTH3M 06pamaJI BHHMaHHe fIHCaTeJI冗 Ha fIOJlC03HaHHe 可eλOBeKa，

KOTopoe He HHTepeCOBaλo ero COBpeMeHHHKOB MaTepHaJIHCTHl!eCKOrO H fI03H-

THBHCTCKoro HafIpaBJIeHH珂.
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